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	新年度が始まりました！　　　　　
	実践報告
	お子さんの「癇癪行動」が気になっていた受講生、ものを投げそうになって一瞬だけ止まった瞬間があったので「今投げるの我慢したね！えらい！」と、できていることにヨイ出ししたところ、本人がハッとし、手を止め、「ぼく、今、投げなかった！」と自分で気づくことができました。「そうだよ、えらいよね」と褒めて、「嫌な気持ちになったんだよね、でも、おもちゃを投げることは良く無いよね。」と思いに共感し、行動が良くないということを伝えました。そして、「そういう時にはどうしたら良いかな？」とOK行動を一緒に考え、行動のレパートリーを増やしていきます。
	そうすると、今度はその中のOK行動ができるとまた褒めてポジティブなフィードバックをし、その行動を強化していきます。すると、どんどん良くない行動は減っていって望ましい行動が増えていきます。これを行動の分化強化と言います。良くない行動ではなく望ましい行動に注目していくことが大切です！

	無料相談のご感想




